
　毎年、東秩父村和紙の里で開催さ
れている「版画フォーラム」が、共
同新聞社などが主催する「第１０回
地域再生大賞」において「優秀賞」
を受賞しました。
　この賞は各年度、都道府県それぞ
れの地域において、地方新聞社目線
で見て、地域の再生に挑んでる活動
団体を推薦し、賞を贈るものです。
　大賞には、課題となっている「空き家対
策」を行っている福井県の団体が受賞し、
版画フォーラム実行委員会は大賞こそ逃し
たものの、「住民主体となった文化活動を
展開し、小さな村であっても全国的な展覧
会が開催できることを実証した功績」が高
く評価され、「優秀賞」という栄誉ある賞
を受賞することができました。
　２月７日（金）には、東京都千代田区に
ある都市センターホールで表彰式が行われ、実行委員長の一柳俊一氏が出席し、地域再生大賞実行委員会委員長より
賞状を授与されました。
　版画フォーラム実行委員会は、「このような賞をいただくことができたのは、村をはじめ地域の方々や多くの支援
者のおかげ」と考え、今年６月に「第１７回版画フォーラム和紙の里ひがしちちぶ展」を開催すべく準備を進め、新
型コロナウイルスに負けないよう頑張っていきます。今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。

版画フォーラム実行委員会

　２月２５日の地元神社の祭典に併せ、宿区では２月
２３日（日）～２５日（火）の間、「宿区文化展」を開
催しました。今年は５６人から１１３点の出展があり、
和紙フラワーや習字など、多種多様な展示物が見る人
の心を和ませました。
　学問の神様にあやかり、習字を発表し合う機会を作ったことか
ら発足したこの展示会は、今年で４３回目の開催となりました。
　展示物の中には、今年開催予定の「２０２０年東京オリンピッ

ク・パラリンピック」の公式マスコットキャラ
クター「ミライトワ」と「ソメイティ」のペー
パークラフト（左横）などがあり、時世を象徴
する作品も多くありました。
　和紙で作った「和紙フラワー」は、今や新た
な「村の文化の一端」となったように感じます。
繊細に作られた花の一枚一枚が和紙の風合いに
より、まるで生花のような出来上がりであり、
花の匂いの代わりに、和紙の奥ゆかしき香りが
します。
　このような文化を発信する展示会、来年も開
催が待ち遠しく思います。

東秩父の期待の星「版画フォーラム実行委員会」が優秀賞受賞！

年度の終わりは何をＤｏ？年度の終わりは何をＤｏ？
★３月までに開催された催しを紹介★★３月までに開催された催しを紹介★

来年も楽しみに…宿区（安戸）文化展！
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